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レジュメ

絵本を読みあい育ちあう

村中 李衣

１．子どもに寄り添うとは、どういうこと？

・1 分間の冒険～子どもの中に流れる時間に寄り添ってみよう～

・あなたの声が届く喜び～指示命令の声と異なる声の用い方に気づきましょう～

２．絵本を介した響きあいの場を育てる

～マニュアルでなく、自分に似合う声を届けよう～

   ・『さわらせて』（みやまつともみ、アリス館、2014）を読みあってみる

どこをどんな風にさわりたいの？ どんな風に自分を差し出すの？

    

   

３．絵本の特質を考え直す

・ペーパーバックとハードカバー

  

・大型絵本の問題

  

・めくる手・支える手が伝えるもの

４．最近の仕事を通して学んだこと

・少年院での読みあいワークショップ

・小学校での読みあいワークショップ

・いろいろな場所での読みあいを広げて
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